
■戦後 70年を迎えるドイツ

ふくもと　皆さんはじめまして、ふくもとま
さおです。ジャーナリストをしています。ド
イツでの生活が約 30 年と、人生の半分以上
となってしまいました。メンタリティーでは
すでに日本人ではなくなりつつあり、日本に
帰ると「日本人じゃないな。日本人でいられ
るのはドイツだけかな」と感じています。
今年は、ドイツにとっても「戦後 70 年」
の年になります。戦争問題に長く携わり、今
年もいろいろと取材をしてきましたので、ド
イツが行っていることをお話できる機会が
あればと思っていたところに、今回こういっ
たチャンスを頂けたことをたいへん嬉しく
思っています。
私は「日本がいい、悪い」、「ドイツが正し
い、正しくない」と、いい切るつもりはあり
ません。ドイツが戦争加害国として行ってい
ることを皆さんに知って頂き、そこから何か
考えて頂いただくきっかけになればいい。そ
れが、私の基本的な立ち位置です。

■ 1945 年、ベルリン陥落

これは、私が撮った写真です。非常に長閑
な農村の風景です。この景色の先にオーデル
川があり、今ドイツとポーランドの国境線に
なっています。写真は、ゼーロウ高地という
高台から撮影しました。ここが実は、第二次
世界大戦終戦間際にとても大きな戦いのあ
った拠点なのです。ゼーロウ高地の先にオー
デル川があり、ここに国道 1号線が走ってい
ます。この国道がナチスドイツの拠点ベルリ
ンへとつながります。ソ連がポーランド側か
ら侵入してさらにベルリンを落とすには、こ
こから攻めるのが一番いい場所でした。しか
しそのためには、この高台を征圧しなければ
なりません。同時に、ナチスドイツがそれを
阻止するには一番守りやすい場所でした。
ソ連軍がポーランドに侵攻し、1945 年 1
月にはドイツのかなり近くにまで入り込ん
でいました。ドイツ・プロイセン王国に属す
るキュストリンという町には昔からドイツ
人が住み、ヒトラーはこの町を拠点に何とか
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 ジャーナリスト
ふくもとまさお

ふくもとまさお
ジャーナリスト、ライター。ドイツ・ベルリン在住。
著書に、「ドイツ・低線量被曝から 28 年ーチェルノブイリはおわっていない」、

「小さな革命・東ドイツ市民の体験」（いずれも言叢社刊）など。
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ソ連軍の侵攻を食い止めようと考えていま
した。そのキュストリンが、2月に包囲され
てしまいます。そこからオーデル川を渡れ
ば、ベルリンまではもう約 70 キロです。ソ
連軍は、ゼーロウ高地を越えればベルリンは
すぐそこという所まできていました。しか
し、この地が高台にあるということがソ連軍
にとっては最大の難関でした。ソ連軍は約
100 万人の兵士を集めていました。それに対
し、ドイツ軍はわずか 12 万人。一番熾烈な
戦いのあった 4月 16 日から 19 日の間に、ソ
連軍約 3万人、ドイツ軍では約 1万 2,000 人
の兵士が戦死しています。さらにソ連軍は、
この戦いで戦車 2,000 台も失いました。
この高台を落とされたドイツ軍は、徐々に
後退します。4 月 25 日には、ベルリンが完
全に包囲されました。ヒトラーが 4月 30 日
に自殺。ヒトラーの遺骸は（ベルリン南西に
ある）マグデブルクで焼却された後、内々に
埋葬されます。その後、エルベ川に捨てられ
たともいわれています。

■ゼーロウの戦いが持つ意味

5 月 8 日、ドイツはベルリン郊外のカール
スホルストで降伏書に署名しました。降伏書
に署名したのはソ連、イギリス、ドイツの元
帥で、アメリカ、フランスの元帥が連合軍の
証人として副署名しています。正確な署名日
時は、1945 年 5 月 8 日午後 11 時 15 分です。
しかしその時、ソ連（モスクワ）では既に日
付が 5月 9日に変わっていました。さらに文
書をロシア語に翻訳する時間も必要でした。
そのため、ドイツにとって終戦は 5月 8日で
すが、ソ連にとって終戦は 5月 9日になって
います。
この 5月 8日は、日本にとっても非常に意

味のある日となりました。アメリカが当初原
爆を投下しようとしていたのがドイツだっ
たからです。そのドイツが降伏してしまいま
した。その後の 7月 17 日、ネバダで初の原
爆実験が成功します。ドイツが先に降伏した
ため、はじめて原爆を使用する国が日本にな
ったのです。

■まだ発見される兵士の遺体

ゼーロウの戦いを見ると、まだ戦争が終わ
っていないこともよくわかります。ゼーロウ
の戦いがあった地域では、現在でも年間 200
体以上の兵士の遺体が出てきます。遺骸は、
紙で作られた棺に入れて埋葬されます。この
発掘作業をしているのは、ドイツでは一人し
かいません。国がそれを行なっているわけで
ありません。戦没した兵士の家族や元兵士が
会員となっている NGOが、世界全体でドイ
ツ兵士の遺体発掘作業を行なっています。
写真のように、遺骸を紙の棺に入れます。
遺骸がドイツ兵のものかそうでないかは、簡
単に分かるといいます。それは、ドイツ兵が
個人を識別する丸いバッジを首に巻いてい
たからです。ただ、先に戦死した兵士のバッ
ジを遺族に渡すために、戦死した同僚兵士の
バッジも一緒に持っている兵士もいました。
その時、複数のバッジが出てきた兵士の遺体
の特定がとても難しくなります。その時は、
兵士の所属部隊の活動地域から判断します。
遺骸が共同埋葬された墓碑には、だいたい想
定される命日が記されています。でも本人と
確認でき、所属部隊の戦闘記録があっても、
正確にいつ戦死したのかはっきりわからな
い場合も多くあるといいます。
遺体がソ連兵のものかドイツ兵のものか
は、歯型や歯の治療の跡で判断できるといい
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ます。歯の治療方法が違うからです。発掘さ
れたドイツ兵の遺骸は、この地域にある戦没
者墓地に年一回まとめて埋葬されます。ソ連
兵だとわかった遺骸は、ロシア大使館に引き
渡されます。
こういった作業が、戦後 70 年経った今も
続けられています。

■歴史を語る町・キュストリン

先ほどお話したキュストリンは、現在ポー
ランド領にあります。ポーランド名は、コス
トルツィンといいます。皆さんご存知の強制
収容所アウシュビッツも、その呼び名はドイ
ツ語です。ポーランド語ではオシフィエンチ
ムといいます。キュリストンは非常に歴史の
ある町で、プロイセン王国の要塞でした。
プロイセン王国といえば、フリードリッヒ
大王をご存知の方も多いと思います。大王
は、ジャガイモが主食のドイツにジャガイモ
を広めた人でも有名です。大王はポツダムに
あるサンスーシ宮殿で眠っていて、お墓には
よくジャガイモが供えられています。実は、
大王は同性愛者でした。しかし、大王が王子
の時代に、父親からイギリスの王女と結婚さ
せられそうになりました。そのためイギリス
に逃れようとしましたが、王子は捕まってし
まい、キュストリンにある城に監禁されてし
まいました。その時王子は、彼を助けようと
したボーイフレンドの同性愛者が目の前で
処刑されるのを目撃しなければなりません
でした。
これが、キュストリンの今の写真です。写
真のように、町は第二次世界大戦で破壊され
たままになっています。教会も、後でシンボ
リックに建てられた十字架があるだけです。
次の写真は、先ほどお話したフリードリッヒ

大王が王子時代に軟禁されていた城です。そ
の手前に、キュストリンで一番大きな広場が
あります。この広場では、私が訪れた 2週間
前にも 6体の遺骸が発掘されたばかりという
ことでした。現在も、戦争の傷跡が残ってい
るということです。
この町が破壊されたままになっているの
は、町がポーランド領にあるからです。元は
ドイツ領で、ドイツの歴史ある場所をポーラ
ンド人は復興しようとはしません。ポーラン
ド人はこの旧市街の近くに、新しい町をつく
りました。ただ旧要塞の周りには城壁があ
り、城壁のメンテナンスもしなければなりま
せん。予算は EUから出ていますが、ポーラ
ンド人の中にはそれにも反対する人がいる
ということでした。
この町では、戦争がまだ終わっていないと
いっても過言ではありません。

■残虐な歴史を伝える施設の意義

次にまったく違う視点から、第二次世界大
戦を見てみたいと思います。
この写真では、これがベルリンのブランデ
ンブルク門です。ブランデンブルク門は、東
西ドイツ統一のシンボルのような場所です。
その横に、ホロコースト記念施設がありま
す。皆さんもご存知のように、これはナチス
によるユダヤ人大量虐殺を記憶するための
施設です。大きな石に囲まれた狭い小道を通
り抜けることで、強制収容所に収容されたユ
ダヤ人の気持ちを感じ取ってもらおうとい
う意図です。この施設は、ホロコーストによ
って大量に虐殺されたユダヤ人を記憶する
ためだけにつくられました。
しかし、強制収容所で虐殺されたのはユダ
ヤ人だけではありません。政治犯やヨーロッ
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パ大陸の少数民族で迫害されてきたシンテ
ィロマもいます。しかし、彼らはこの施設か
ら排除されてしまいました。強制収容所では
同性愛者も虐殺されていますが、同性愛者も
この施設には入れてもらえませんでした。ド
イツ側はこの施設で、ホロコーストで虐殺さ
れた人たちすべてを記憶に残したいと考え
ました。しかし、ユダヤ人側が「うん」とい
いません。その結果、ユダヤ人のためだけの
記念施設がつくられました。そのため、ドイ
ツは近くにシンティロマと同性愛者のため
に別々に施設をつくらなければならなくな
りました。
この写真がシンティロマを記憶するため
の施設で、これが虐殺された同性愛者を記憶
するための施設です。ガラス窓を覗くと、男
性同士がキスをしている写真が見えます。先
ほどお話したホロコーストの施設から 200 メ
ートルほど離れた場所にあります。わざわざ
別々に造らなければならなかったのです。そ
れは、今も差別が続いているということで
す。
すでにお話したゼーロウの戦いがあった
場所には、ソ連兵を追悼し、ソ連兵を讃える
施設があります。ここは元々東ドイツだった
場所なので、ソ連兵の大きな像を立てて英雄
視しています。その下には、ソ連兵の墓地も
あります。ベルリンは、ソ連兵の侵攻によっ
てナチスから解放されました。東ベルリンに
は、そのソ連兵を讃えるため、大きな施設が
建てられています。それに対して、西ベルリ
ンにはこの写真のような施設しかありませ
ん。ソ連兵があまり好かれていなかったとも
いえます。東西ドイツ統一後のベルリンで
は、保守的な人たちの中に東ベルリンにある
ソ連兵の施設を「破壊しろ、無くしてしまえ」
とさえいっている人たちもいます。

■ドイツの戦争犯罪

第二次世界大戦で最も多く亡くなったの
はどこの国の人か、皆さんご存知ですか？そ
れは、ソ連の人々です。独ソ戦で亡くなった
方が一番多いのです。しかし、その事実は忘
れられがちです。第二次世界大戦の戦争の歴
史は、ユダヤ人虐殺が中心に語られていま
す。と同時に、ドイツの戦争犯罪はナチスド
イツの犯罪だったと語り継がれています。
でも、私はそうは思いません。第三者の外
国人として、ドイツ兵の多くがドイツ軍の一
員としてナチスと同じように残虐な行為を
やっていただろうと思っています。でもそう
いうと、「そうじゃない !、あれはナチスの
犯罪だ」と、ドイツ人からよく反論されるこ
ともあります。
ナチスの党員として虐殺に加担した人は、
今もどこに身を潜めているか捜査が続けら
れています。今年も、アウシュビッツ（強制
収容所）で経理関係の仕事をしていた 93 歳
の老人が逮捕され、実刑 3年の判決を受けま
した。ナチス党員であれば、今も刑事犯罪者
として罰せられる。しかし、ドイツ軍兵士で
あれば同じように虐殺しても罰せられない。
私には、どうも納得できません。
また、強制収容所にユダヤ人を運んでいた
のはドイツ鉄道（旧帝国鉄道）でした。しか
し、ドイツ鉄道の責任が追求されたというこ
とは聞いたことがありません。私には、戦争
犯罪に関して 2つのスタンダードがあるとし
か思えません。しかしドイツ人は、そうだと
は決して認めません。
ドイツでは、本当に戦争について伝えられ
ているのでしょうか。皆さんは、ドイツが戦
争犯罪を解決してきた国だと思っていらっ
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しゃるかもしれません。私は本当にそうかな
と、それを疑問に思っています。

■語られはじめた兵士による性犯罪

これが、戦後ドイツの分割地図です。ここ
が、終戦後ソ連に占領され、管轄されていた
東ドイツ。これが、米・英・仏に占領分割さ
れていた西ドイツです。そして、ベルリンだ
けがソ連・米・英・仏の 4ヶ国に分割されて
いました。ソ連に分割された東ベルリンが東
ドイツの首都になり、米・英・仏に管轄され
た西ベルリンは東ドイツに囲まれた陸の孤
島となりました。先ほどお話したキュストリ
ンはこの辺りにあり、ポツダム会談でドイツ
とポーランドの国境とされたオーデル・ナイ
セ線がここにあります。
この地域一帯が戦前のプロイセン領（ドイ
ツの東方領土）で、ここにはたくさんのドイ
ツ人が暮らしていました。彼らは戦後、ドイ
ツが敗戦して本国に帰らざるを得なくなり
ます。また、ポーランドや南のチェコスロバ
キア、バルト三国の一つリトアニア、ハンガ
リー、ルーマニア、ロシア、ユーゴスラビア
などからもドイツ人がたくさん本国に帰っ
てきました。ドイツ人の中には、終戦前にソ
連軍が侵入してきたので怖いと感じてドイ
ツに逃げ帰った人たちがいます。ドイツが負
けてドイツ領でなくなったことから追放さ
れたドイツ人もいます。ドイツ本国に帰還し
てきた人は、1,200 万から 1,500 万人に上り
ます。その時、20 万から 210 万人の人が死
亡したといわれています。ただはっきりと死
亡した人の数が分からないため、数字に大き
な誤差が出ています。
そしてこの時、ドイツ人の女性たちは兵士
から性暴力を受けました。性暴力を受けたド

イツ人女性は 200 万から 250 万人といわれ、
そのうち 24 万人が亡くなっています。加害
者のほとんどがソ連兵だと思われていまし
た。しかし、最近になってようやくアメリカ
兵やフランス兵、イギリス兵も加害者だった
ことが明らかになりました。この事実が大っ
ぴらに語られるようになったのは、ほんの数
年前からです。終戦時のドイツ人女性に対す
るこの問題をテーマにした娯楽映画が制作
されたのをきっかけに、ドイツでも少しずつ
当時の性暴力の問題が議論されるようにな
りました。数年前には、ドイツの女性研究者
が当時の実態を調査し、本にまとめていま
す。
この問題に関していえば、（戦後ドイツの）
西ドイツではアメリカ兵やフランス兵、イギ
リス兵による性犯罪について語るのはタブ
ーでした。それに対し東ドイツでは、ソ連兵
はドイツをナチスから解放してくれたとし
て英雄視されていました。東ドイツでは戦
後、ソ連軍が駐屯します。戦後も、駐屯した
ソ連兵に性暴力を受けたドイツ人女性がい
ました。東ドイツでは、それでもソ連兵は英
雄でした。
ソ連兵との間に、あるいはアメリカ兵やフ
ランス兵、イギリス兵との間にできた子ども
もいます。東ドイツでは、そのことを公然と
話すことができました。しかし西ドイツで
は、それについて話すことはタブーでした。
そのため、生後 50 年経ってようやく「お前は、
アメリカ兵との間にできた子どもだ」といわ
れた人もいます。

■山積する戦後処理と今後の課題

東西ドイツが分割統治され、分裂していた
ことにも関係しますが、戦後（東西）ドイツ
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には国際法上の主権がありませんでした。東
西ドイツはお互いに主権のある国として認
められてはいましたが、国際法上の主権はあ
りません。そのため、東西ドイツには他国と
和平条約を結ぶ権利がありませんでした。戦
後賠償についても、国際法にしたがって処理
することができなかったのです。戦後すぐに
ソ連から戦後賠償を強く求められた東ドイ
ツでは、国内にあった線路のレールや大きな
機械がすべてソ連に没収されました。一方、
西ドイツはアメリカが戦後復興を強く求め
たことから、皆さんもよくご存知のマーシャ
ル・プランによって莫大な支援が行なわれま
した。ここにも、戦後の東西ドイツの間に大
きな差がありました。
ベルリンの壁が崩壊して東西ドイツが統
一される直前になってようやく、占領統治し
ていたアメリカ、ソ連、イギリス、フランス
と東西ドイツによるドイツ最終規定条約＝ 2
プラス 4（ツープラスフォー）条約が結ばれ
ます。2は東西ドイツのこと、4はアメリカ、
ソ連、イギリス、フランスのことです。ここ
ではじめて、ドイツは国際法上の主権を獲得
し、戦後を処理したことになりました。しか
し、ここでドイツが話し合ったのは、ロシア
とアメリカ、イギリス、フランスだけでした。
（ナチスドイツの被害を受けた）他の国は、
ドイツの国際法上の戦後処理に一切タッチ
できませんでした。そのため、最近になって
金融危機に陥ったギリシャが戦後賠償をド
イツに求めます。戦後 70 年経って、実際に
はドイツの戦後賠償問題がまだ解決されて
いなかったことが明らかになったのです。こ
の問題でドイツは、ギリシャ危機に対する救
済資金とは別に、基金など何らかの別の形で
戦後問題を処理したいとしています。　
このようにたいへん複雑な問題が、まだ戦

後 70 年を迎える今も残っています。たとえ
ばドイツ人が追放された問題でも、当時ドイ
ツ人が持っていた土地や財産はどうなった
のでしょうか。もちろん、返してほしい、賠
償してほしいと思っている（追放された）ド
イツ人がたくさんいます。でも、EU統合が
この問題をより複雑にしています。東欧諸国
は、民主化後に EUに加盟します。それで、
名目上解決されたことになっています。しか
し EU加盟後、昔土地を所有していた（ドイ
ツ人）持ち主が簡単に昔持っていた土地に行
けるようになりました。旧所有者は土地や財
産の返還を求めます。返還を請求されるポー
ランドやチェコは、困ってしまいます。個人
が財産を返してほしいと思うのは当然です。
お金を持っているドイツ人は、土地を買い戻
すこともできます。そのためポーランドやチ
ェコでは、外国人への土地の売買を制限する
ため、外国人への土地売買に許可制を導入せ
ざるを得なくなりました。
このようにまだ戦後処理が終わっていな
い状態で、人々はどのように平和を求めてい
けばいいのでしょうか。また、戦後をどう処
理して戦後問題を解決していけばいいので
しょうか。これは、非常に大きな問題です。
また日本と同様、ドイツの戦争体験者も高
齢化して少なくなるばかりです。これから、
戦争をどう伝えていけばいいのでしょうか。
特にナチス時代にユダヤ人などを大量虐殺
していた事実を知らず、戦争を知らない人た
ち、若い世代の人たちに、戦争をどのように
伝えていけばいいのでしょうか。これも、非
常に大きな課題になっています。ドイツは、
陸続きのポーランドやチェコ、フランスとも
熾烈な戦いを続けてきました。陸続きの大陸
において戦争で血を流してきた隣国は、お互
いにどう平和を維持していけばいいのでし
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ょうか。
EUの統合は、大陸において過去の戦争の
歴史を乗り越えて平和を維持するための大
きな枠組みだといわれます。
そのための試みについて、私が取材してき
たことからいくつかの事例を紹介したいと
思います。

■ドイツの戦後処理の歩み1 - 青少年国際交流

1 つは、ユダヤ人などの大量虐殺問題です。
（ポーランドにある）アウシュビッツ強制収
容所は 1945 年 1 月 27 日、ソ連軍によって解
放されました。ドイツの下院である連邦議会
は 1996 年 1 月、そのアウシュビッツ解放の
日（1 月 27 日）を「国家社会主義犠牲者追
悼の日」と定め、それ以来毎年大きな式典を
開催しています。またそれを機に、若者たち
にその記憶を伝えて議論するための「青少年
国際交流」を行なうことも決めました。隣国
のポーランドなど様々な国から若者を集め、
ドイツの若者と一緒にアウシュビッツ強制
収容所跡などを訪問します。
アウシュビッツ解放から 70 年を迎える今
年 1月、私はその青少年国際交流を取材して
きました。今回は総勢 78 人（ドイツ 50 名、
ポーランド 6名、フランス 6名、ロシア 4名、
ベルラーシ 2名、ウクライナ 2名、イタリア
1名、イスラエル 1名、アメリカ 1名、オー
ストリア 1 名など）、16 歳から 26 歳の若者
が集まりました。ドイツでは 18 歳で成人に
なるので、親の許可がなくても参加できま
す。そのため、参加者の年齢が比較的高くな
っています。彼らを 6つのグループに分け、
グループ毎にドイツ人とポーランド人が一
緒になるようにします。若者たちは、（連邦
議会での）式典を前にアウシュビッツを訪れ

ました。
1 月 23 日にアウシュビッツに入り、アウ
シュビッツ強制収容所のあったオシフィエ
ンチムの町を見学します。当時ユダヤ人社会
がどういうものだったかを見て回りました。
翌 24 日はアウシュビッツ =ビルケナウ強制
収容所跡を見学、さらに 25 日はアウシュビ
ッツ近くにあるクラクフで歴史博物館（元シ
ンドラーの工場）と（ユダヤ人が強制的に集
められた）ゲットー内にある薬局を見学しま
した。
『シンドラーのリスト』という映画をご覧
になった方も多いと思います。ホーロー鍋な
どをつくる工場を経営していたドイツ人実
業家オスカー・シンドラーが、その工場でユ
ダヤ人たちを助けました。ゲットーでも、薬
局を営むポーランド人がユダヤ人を助けて
いたことがわかっています。1日目はナチス
ドイツの虐殺の歴史について知り、2日目は
勇気を出してユダヤ人を助けた市民がいた
ことを知ってもらいます。最終日には、アウ
シュビッツ強制収容所に収容されていたポ
ーランド人女性の体験談を聞きました。毎日
その日の日程が終わる毎に、グループ毎にデ
ィスカッションの時間を設け、異なる国の若
者たちがその日に見て感じたことを議論し
ます。国によって歴史の見方が異なることが
明らかになってきたといいます。
この写真は、（国際交流に参加した）若者
たちがアウシュビッツ強制収容所跡内を歩
いている様子です。建物の中には展示室があ
り、たとえばユダヤ人からとった髪の毛や歯
を抜いて集めた金歯などが並べてあります。
この先にはガス室があります。収容されてい
た人たちが射殺された「死の壁」の前で、若
者たちは一緒に黙祷を捧げました。これは、
若者たちを案内したガイドさんの写真です。
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ガイドさんは、ドイツ語で説明していまし
た。
ドイツにも、強制収容所がたくさんありま
した。それは今博物館となっており、1990
年代中頃から国内にある強制収容所跡では
若者たちが過去の歴史について研修できる
ように収容所跡の一番近くにあるユースホ
ステルなどが研修施設に変えられていきま
した。その施設の館長さんたちが、それぞれ
グループを引率しています。
この写真が、先ほどいった歴史博物館とな
っているシンドラーの工場です。この写真
は、当時のクラクフの中心にあった広場の写
真です。当時の様子がよくわると思います。
広場に描かれた「V」は「VICTORY」の「V」
を意味し、その先に処刑場があります。当時、
町のど真ん中にこんなものがあったのです。

■若い世代が築く新たな関係

私は戦争加害国の日本人なので、戦争加害
国のドイツ人の若者と被害国のポーランド
人の若者がどう思っているのか一緒にイン
タビューしたくなりました。これからその
VTRをお見せします。左がドイツ、右がポ
ーランドの若者です。ドイツ語なので何を話
しているか分からないと思いますが、二人の
表情から感じ取れることがあると思います。

̶インタビュー映像̶

このインタビュー映像は、ゲットーの薬局
前で撮影しました。その前に、シンドラーの
工場の前でも二人をインタビューしていま
した。そのすぐ後に、ポーランド人のマティ
アスが「なぜ僕たちを被害国と加害国の若者
として分けるのか？」と、私に聞いてきまし

た。彼は「今の世代の僕たちには、そんなこ
とは関係ないよ」といいます。私はそういわ
れて、ハッとしました。確かにそうだと思い、
もう一度話を聞きたくなって二人にインタ
ビューしました。それが、この VTRです。
マティアスは「今の若者は、もう見方が違
う。パースペクティブが違う」といいます。
「今、ポーランドとドイツの若い世代は仲が
いいのだから、僕らが協力し合い、仲のいい
所を土台に両国関係を築いていけばいい。む
しろ、過去の暗い歴史が今の協力関係を崩し
てしまうほうがおかしい」といいます。さら
に、「ドイツ人がホロコーストの歴史を見る
ことと、ポーランド人がホロコーストの歴史
を見ることに、違いがあることがわかった。
でもそこに違いがあっても、むしろそれをお
互いに尊重すべきだと思う」といいました。
ドイツ人の若者は、「人間はみんな同じ。国
籍、人種が違っても同じなんだ。今の若い世
代は過去の歴史を知っているし、そこから学
んでもいるはずだ。だから、人間はみんな同
じということをベースに付き合っている。今
の若い世代がどういう関係にあるのかのほ
うが大切だ。お互いの見方の違いを知ること
は大切だし、それを尊重することも大切だ。
そこに、新しい世代が協力し合い、平和を求
めていくベースがある」といいます。

■  ドイツの戦後処理の歩み2 - 戦争体験者による
和解の試み

次に、私も非常に驚かされた事例です。
2006 年、私は広島からの被爆者と一緒に

（ドイツ）ドレスデンの空襲体験者と交流す
るために、ドレスデンを訪ねていました。ド
レスデンは大空襲を受けたところで、東京大
空襲よりも多くの爆弾が投下されました。そ
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の時、ドレスデンの空襲生存者がナチスドイ
ツが空爆した都市の生存者と和解するため
に交流していることを知らされました。それ
を聞いて私は、こんなことができるのかとび
っくりしました。
この写真の左がゾフィア・ブルハチンスカ
さん（83 歳）、右がノーラ・ランクさん（83 歳）
です。ゾフィアさんは 1939 年 9 月 1 日、ポ
ーランド南西部にある人口 1万 6,000 人の小
さな村・ヴィエルニで空襲を体験し、兄を亡
くしてしまいました。産業も何もない農村
で、交通の拠点もなく、軍事的に何も意味の
ない小さな村が早朝 4時 40 分、突如ドイツ
空軍の空爆を受けました。ノーラさんは、
1945 年 2 月 13 日から 15 日の間にドレスデ
ンで 4回の空襲を体験しました。最初の 2回
はイギリス軍、後の 2回はアメリカ軍による
ものです。最近の調査では、2万 5,000 人が
亡くなったことがわかっています。ノーラさ
んは、空爆がはじまってすぐに防空壕に避難
します。しかし「防空壕は逆に危ない」と感
じ、すぐに防空壕から出たことが幸いして助
かりました。
二人の写真を撮影したのは、ドレスデン空
襲の犠牲者が埋葬されている墓地です。この
奥に、無名戦没者が埋葬されている共同墓地
と慰霊碑があります。慰霊碑から少し離れた
ところには、円形広場があります。これが円
形広場から慰霊碑を撮った写真で、ドレスデ
ンが空襲された日と同じ今年の 2月 13 日に
撮影したものです。
私は、慰霊碑よりもこの円形広場に驚きま
した。慰霊碑を正面に見て、右側に 7本、左
側に 7本の柱が立っています。右側の柱には
「アウシュビッツ、ベルゲン・ベルゼン、テ
レージエンシュタット」など、強制収容所の
名前が刻まれています。左側の柱には「レニ

ングラード、アムステルダム、コヴェントリ
ー、ワルシャワ」など、ドイツが空爆した町
の名前が記されています。
この写真にあるリーディッツェは、チェコ
のプラハ近くにある小さな村です。1942 年 5
月プラハでナチスの親衛隊幹部がレジスタ
ンス運動の人々に暗殺されたことに報復す
るため、消滅させられてしまった村です。15
歳以上の男性はすべて殺され、女性と子ども
は強制収容所に送られました。アーリア系の
顔をした子ども 13 人だけがドイツ人の養子
になるためにドイツに連れて行かれ、リーデ
ィッツェは完全に消滅してしまいました。終
戦後、すぐ横に新しい村が建設されますが、
一つの村がナチスの暴力によって完全に消
滅させられてしまったのです。

■ノーラとゾフィア、二人の出会い

では、二人はどのようにして知り合ったの
でしょうか。
これまで「第二次世界大戦は、1939 年 9

月 1 日午前 4時 45 分にドイツ海軍がダンツ
ィヒ（ポーランド語名、グダニスク）を襲撃
することによってはじまった」とされてきま
した。しかしヴィエルニは、それよりも早い
午前 4時 40 分に空爆されていました。2003
年にドイツのジャーナリストが「ダンツィヒ
よりも 5 分早くヴィエルニは攻撃されてい
た」とテレビで報道します。それを見ていた
ノーラさんはすぐに、「生存者はいないのか
しら。いるなら会いたい」とテレビ局に問い
合わせます。生存者がいることを知ると、ノ
ーラさんはすぐに生存者に会いたいとヴィ
エルニに行きました。
そのヴィエルニの生存者が、ゾフィアさん
でした。ゾフィアさんは、兄を殺したドイツ
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人には会いたいとは思えませんでした。でも
ノーラさんに会ってみて、はじめてドイツ人
の誰もが悪いわけではないことを知りまし
た。こうして、ドレスデンとヴィエルニの生
存者の交流がはじまります。ゾフィアさん
は、ノーラさんの暮らすドレスデンにもう何
回も訪れています。ゾフィアさんは交流する
につれ、戦争の過去の重みから解放され、気
持ちが軽くなっていくのを感じたと語りま
す。
ノーラさんをはじめドレスデンの空襲体
験者がドイツが空爆した町の空襲体験者と
交流をはじめるきっかけになったのは、スペ
インのゲルニカでした。
皆さん、ピカソの『ゲルニカ』という作品
をご存知だと思います。この作品の土台にな
ったのが、1937 年 4 月 26 日、第二次世界大
戦のはじまる前にナチスドイツがフランコ
反乱軍を支援するために行ったゲルニカ空
爆です。空爆では、1,700 人が亡くなってい
ます。第二次世界大戦においてまったく罪の
ない市民を殺害する都市無差別攻撃の前例
となった空爆でした。そのゲルニカから、ド
レスデンの空襲体験者にゲルニカの空襲体
験者と交流しませんかとの申し入れがあり
ました。
戦後、スペインではフランコの独裁がはじ
まり、ゲルニカのあるフランス国境沿いのバ
スク地方やカタルーニャ地方の市民が弾圧
されました。カタルーニャ地方には、皆さん
もご存知のバルセロナがあります。テロ組
織・ETAがテロ活動を行なうなど、市民は
戦後、様々な紛争や暴力に苦しんできまし
た。
ゲルニカでは 1990 年代に入り、戦争の被
害者意識やスペインへの憎悪を持ったまま
生き続けるのではなく、どうすれば平和を維

持し続けることができるのか、平和に貢献で
きるのか、「平和文化を築こう」という意識
が芽生えてきます。私が聞いたところでは、
この意識改革の基盤にはピカソの『ゲルニ
カ』の影響が強くあったということです。犠
牲者を追悼するための戦争や暴力の記憶を、
平和への貢献に変えていこう。そのプロセス
の中で、ゲルニカにできた平和研究所の所長
さんが 1999 年、ドレスデンの空襲体験者に
「ゲルニカにきて交流しませんか」と声をか
けます。しかしドレスデンの空襲体験者は、
ナチスドイツが空爆した所に行っていいも
のか。行ったとしても、どう受け止められる
だろうかと、とても不安でした。誰も行こう
という体験者がでてきません。ノーラさんだ
けが、行こうと手を挙げました。
こうしてノーラさんたちは、和解のために
ドイツが空爆した都市の空襲体験者と交流
をはじめることになりました。ノーラさんは
ゲルニカを訪れた時、「ドイツがゲルニカを
無差別空爆した方法が、そのままドレスデン
で使われていた」と感じました。

■ゲルニカの人々の思い

ゲルニカの市民は、どうしてそういう意識
改革ができたのでしょうか。
平和研究センターのアンドレアス・シェフ
ターさん（ドイツ人）は「手の届かない世界
平和を考えるのではなく、自分たちの身の回
りの平和を考える。そういう意識改革がした
かった。自分たちの生活に密着した平和を考
えることは、地元の歴史や生活文化を基盤に
した平和を築くことだ」といいました。
ノーラさんたちはゲルニカだけでなく、イ
ギリスのコヴェントリーや先に述べたチェ
コのリーディッツェの戦争体験者たちとも
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交流を重ねていきます。リーディッツェの襲
撃後、ドイツへ養子として連れていかれた子
どものうちの 2人（男性 1人と女性 1人）が、
ドレスデンで空襲に遭っています。そのリー
ディッツェに行かないかといわれたノーラ
さんは、「残酷さが違いすぎる」とはじめは
躊躇しました。でも、ノーラさんは行く決心
をしました。その時、男性のほうはノーラさ
んに会おうとはしませんでした。しかし、次
にドレスデン空襲体験者のグループがリー
ディッツェを訪れた時、男性もドレスデンの
グループに会ってくれました。それをきっか
けにこの男性は今、ドレスデンの学校などで
若者を前に自分の戦争体験を語っています。

■自分個人の平和の証

平和な時代に暮らしていると、平和のあり
がたさがわかりません。平和って何だろう、
平和はなぜ大切なのか、平和が当たり前の社
会で、その大切さが感じられなくなっていま
す。だからこそ、ゲルニカのようにマクロ的
な大きな平和からマイクロ的な小さな平和
へ意識改革するのは、自分の生活の中で平和
の大切さを感じていく試みです。「自分の身
の回りに、どんな平和があるのか？」。それ
が、今年のドレスデンの空襲の日にドレスデ
ンの空襲体験者と若者が一緒に掲げたテー
マでした。
この写真は、ゲルニカからきたアンドレ
ア・シェフターさん。ゲルニカでは、オーク
の木が自治の象徴となっています。シェフタ
ーさんは、オークの葉をガラスに入れて作っ
たガラス細工を平和の証として持ってきま
した。ゾフィアさんが持っているのは、ヴィ
エルニ空爆で破壊された教会の基礎の破片
です。ノーラさんは、ドレスデンの空襲で亡

くなったたくさんの人たちが眠る墓地を包
む緑、その自然の象徴として小さな植木を平
和の証として持ってきました。
ドレスデンでは 2月 13 日に、それぞれが

「身の回りの平和を見つけよう」と自分の平
和の証を持って集まりました。コヴェントリ
ーやゲルニカの他、世界中の町から平和運動
を続ける人たちが、壇上で自分の平和の証を
紹介しました。

■生活の中で平和を考える

このようにドイツでは、マイクロ的な小さ
な平和について考えようとするグループや
自治体がいくつも出てきました。テーマは、
いろいろあります。たとえば、アフガンに派
兵されたドイツ軍兵士に危険はないのか。そ
して、その家族はどう思うのだろうか。ドイ
ツでは、社会が極右化する傾向も出ていま
す。人種差別や難民受け入れなどで外国人や
難民施設が襲撃されるなどの事件が次々と
起こっています。また、歴史の改ざんや社会
の格差の問題など、自分たちの生活の周りに
もたくさんの問題があります。
大きな世界の歴史でなくても、土地それぞ
れに歴史があります。その小さな歴史は、町
にどのような影響を与えてきたのでしょう
か。身近なところでは、福島の問題。幕末の
会津若松藩は最後の最後まで江戸幕府を擁
護しました。それが今、福島県にたくさん原
発があることに影響を与えていないのでし
ょうか。第二次世界大戦中、京都を原爆投下
の標的にしたくないと努力したのはアメリ
カの陸軍大臣スティムソンでした。その京都
にはたくさんのお寺があります。僧侶は第二
次世界大戦当時、戦争に対してどう対応して
いたのでしょうか。戦地に派遣された僧侶は
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銃を持って敵の兵士を殺したのでしょうか。
それとも、単に宗教者として従軍僧侶の役割
を果たしていたのでしょうか。もし、僧侶が
銃を持って戦っていたら、それは宗教者とし
て許されたのでしょうか。
このように、みなさんの生活する場や学業
に密着したところにおいていろいろと平和
について考えることができると思います。

■ドイツ・ケムニッツにおける平和

ドイツ南東部にある小さな町・ケムニッツ
では、ネオナチなど極右グループが増えてい
ろいろ問題が起こっています。そこで、市民
のイニシアチブで子どもたちや青少年たち
と一緒に写真のような垂れ幕（バナー）を制
作するプロジェクトをはじめました。町は、
ドイツ降伏直前の 1945 年 5 月 5 日に空爆さ
れました。その日を「平和の日」として、子
どもたちと青少年たちが極右グループに対
してどう対応すればいいのか、戦争に対して
どう考えればいいのかといったことをテー
マにして話し合い、グループ毎にバナーを造
ります。それを写真のように、市庁舎の周り
に貼り付けます。
これら一つ一つのモチーフを考えてバナ
ーを共同で制作するために、こどもたちみん
なでディスカッションを重ねます。そのプロ
セスには、非常に大切な教育的な意味があり
ます。地元の政界ばかりでなく、経済界も協
力し、バナーはケムニッツのデパートやショ
ッピングモールでも展示されます。それが、
町の活性化にもつながっています。
写真は、市庁舎前の広場で子どもたちが大
人の市民と一緒に極右化の問題と戦争と平
和をテーマにして、それぞれが思い付いたモ
チーフを描いているところです。広場には、

みんなで造った作品が展示されます。この他
にも、写真のように市内の道路を通行止めに
して、子どもたちが造った作品を道路に展示
します。
この写真は、ドイツ人芸術家グンター・デ
ニムヒがはじめた「Stolperstein＝つまづき
の石」です。石は真鍮製で、表面に強制収容
所に強制的に連れて行かれたユダヤ人の名
前、日付が記載されています。石は、そのユ
ダヤ人が住んでいた家の前の歩道に埋め込
まれます。デニムヒ氏自身が住所と氏名など
を調べ、ドイツばかりでなく、ヨーロッパ中
約 500 箇所に石が埋め込まれています。5月
8 日のドイツ終戦記念日には、住民がこの石
を磨いて、石の前にロウソクを立てたりする
光景も見られます。
これは、ユダヤ人大量虐殺というドイツの
過去を今も日常化している事例だと思いま
す。

■私にとっての「平和」

最後に、私個人の「平和」についてお話し
たいと思います。
皆さんは、ポツダム会談と原爆投下が関係
があると思ってらっしゃるかもしれません。
そう学校で習っているかもしれません。しか
しポツダム宣言は、ポツダム会談でつくられ
たものではありません。ポツダム会談は、あ
くまでもドイツの戦後処理をするため、その
方法について審議するために行われました。
トルーマン大統領（アメリカ）とチャーチル
首相（イギリス）、スターリン（ソ連）がポ
ツダムに集まり、1945 年 7 月後半から 8 月
初めにかけて審議されていました。その間の
7 月 26 日、アメリカ、イギリス、中華民国
の 3カ国の共同声明としてポツダム宣言が発
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表されました。しかしその時、宣言には蒋介
石の署名もチャーチルの署名もありません
でした。選挙に負けたチャーチルはすでにポ
ツダムを離れてイギリスに帰国していまし
た。蒋介石は元々ポツダムにはきていませ
ん。ポツダム宣言の内容はトルーマン大統領
が一人で決めて、米国のメディアに発表され
ました。
ここで注目したいのは、原爆投下の命令書
がその前日の 7月 25 日にワシントンから作
戦担当司令官に出されていたことです。命令
書には「アトミック・ボンブス」と複数形で
記され、候補地として広島、小倉、長崎、新
潟などが挙げられていました。命令書の下に
は、「この命令者は、スティムソンとマーシ
ャルの指示によって出された」と記されてい
ます。この二人はその時、ポツダムにあるこ
の写真の邸宅にいました。これは、ポツダム
会談時に米国トルーマン大統領が滞在して
いた建物です。この建物から原爆投下の最終
命令が出されたと見られます。
その歴史を知ったポツダム市民有志が、邸
宅の前にあった名前のない広場を「ヒロシマ
広場」にしよう、広場に記念碑をつくろうと
立ち上がり、ポツダム市議会に提案して決議
されました。その後に、私もこのプロジェク
トに関わりました。
記念碑には、長崎から当時山王神社で被爆
した石と、広島からは被爆した市内電車（広
電）の敷石が埋め込まれています。広電の敷
石は、戦後新しい敷石を入れていないという
ことで、広島にある市電の敷石はすべて被爆
しています。長崎にも市内電車が走っていま
すが、戦後に新しい敷石を入れたため、どれ
が当時被爆した敷石か識別できません。長崎
ではみなさんからいろいろご協力いただい
て、片足鳥居で有名な山王神社の境内に当時

被爆した石がころがっていることがわかり、
その石を頂きました。
現在、この広場は「ヒロシマ・ナガサキ広
場」と改名されています。碑文には「1945
年 8 月 6 日、9日に広島と長崎に投下された
原爆によって犠牲となった人々を追悼して 

---- 連合国によるポツダム会談が 1945 年 7
月 17 日～ 8 月 2 日まで行われ、その間アメ
リカのハリー ・S・トルーマン大統領が正面
にある邸宅に滞在していた。1945 年 7 月 25
日、アメリカ大統領同意のもとワシントンか
ら軍の原爆投下命令が出された。原爆の破壊
力は数十万人の人々を死に追いやり人々に
計り知れない苦しみをもたらした。核兵器の
ない世界を願って」と書かれています。
今から思うと、ポツダムだったからこうい
うことができたと思います。もしこの邸宅が
ドイツの首都ベルリンにあったとしたら、政
治的な圧力で実現できなかったと思います。
私たちは、アメリカに平手打ちくらいはくら
わしたかなという気持ちでいます。

■日常生活に生きづく平和

このプロジェクトは、単に原爆犠牲者を追
悼するためのものだけではありません。記念
碑として町の一角に大きな石を置くことで、
その区域の雰囲気が変わります。市民が日常
生活の中で、この区域を通る毎に石を目にし
ます。その時、記念碑のことを考えます。記
念碑のすぐ近くにはイタリアのアイスクリ
ーム屋さんがあり、アイスクリームを買った
子どもたちがこの広場で遊んだりしていま
す。少しずつ記念碑が日常の一つとして生活
に入り込んできました。
この邸宅は今、リベラル系自民党の財団の
ものになっています。財団は、最初から最後
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まで記念碑の設置に反対してきました。そし
て、今もまだ反対しています。しかし、広場
は市民の憩いの場となり、財団の職員も昼休
みにそこで食事をとったり、休憩したりして
います。
平和に関するものが町の一角にできたこ
とで、この場所が変わっていくのです。最初
は、一部のポツダム市民有志が考えたアイデ
アでした。しかし今は、周辺の住民たちから
広場で平和に関して定期的に催し物をやっ
てほしいと依頼されるようになりました。こ
うして場所ばかりでなく、市民も変わってき
たのです。
今年の 7月 25 日（原爆投下命令が下され
た日）には、邸宅の後ろにある大きな湖で灯
籠流しを行いました。周辺の市民からは、灯
籠流しをずっと続けて欲しいといわれてい
ます。原爆投下を単に悲劇の記録とするので
はなく、その記録が市民の生活の一部として
身近な平和の証になってきたのです。
こういうことが、とても大切なことだと思
います。これを私の最後のことばにさせてい
ただきます。
ご静聴ありがとうございました。

司会　どうもありがとうございました。

【質疑応答】

質問　特に前半は初めてお聞きするお話が
多く、自分の無知に驚くばかりで、何も知ら
されていないし、知ろうともしない現実を思
い知らされました。後半は、ゾッとするよう
な経験をドイツでされた方々ですら多くの
ことを、ご存知ないのかもしれませんが、自

分の経験から知ろうとする努力を始められ
たことがとても印象に残りました。貴重なこ
とを教えて頂いたと思います。その上で、過
去を振り返り、何ができるのかを改めて考え
させられました。
先ほど市庁舎にかけられたバナーの写真
を拝見しましたが、それぞれドイツ語で何と
書かれていたでしょうか？また、日本語で書
かれたバナーがあったと思いますが、在住の
日本人の子どもたちが書かれたのでしょう
か？

ふくもと　日本人の子どもたちが書いたも
のではないと思います。写真をもう一度見て
みましょう。「動物と分かち合う心、お互い
を理解し合う、世界平和を願う」と書いてあ
ります。日本語はおそらく日本語を勉強して
いる現地の子どもたちが書いたと思います
が、また確認しておきます。
今のお話をお聞きしていて思ったのです
が、ドレスデンの空襲体験者の方々はかなり
高齢です。それに対して、空襲体験者のお話
を聞く者は戦争を知らない若い世代が大半
です。でも、高齢の体験者と戦争を知らない
若い世代が一緒に戦争について、平和につい
て考えると、自分たちにも変化があったと、
空襲体験者の方たちがおっしゃっています。
どんなに高齢であろうと、人間は考えること
で変わることができる。これもまた、非常に
印象的で、すばらしいことだと思いました。

司会　ありがとうございました。

（2015 年 8 月 1 日）


